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　健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、

保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
実
施
事
業
や
高
齢
者
運
動

機
能
等
向
上
事
業
の
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

現
役
世
代
に
も
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
や
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助

成
を
行
う
と
と
も
に
広
報
・
周

知
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、新
た
に
住
宅
断
熱
改
修

費
補
助
金
を
創
設
し
、健
康
状
態

の
保
持・増
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
環
境
の
整
備

　令
和
7
年
度
か
ら
開
始
す
る

第
3
期
馬
路
村
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
に
加
え
、
お
む
つ
等
の
赤

ち
ゃ
ん
用
品
を
給
付
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
子
育
て
世
代
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型

支
援
を
行
い
ま
す
。

　建
設
課
　

○
道
路
の
基
盤
整
備

　道
路
は
産
業
や
生
活
の
基
盤

令和７年度
　　一般会計当初予算２６億円

　本年度の当初予算は2,600,000千円で、
前年度2,410,000千円と比較して190,000千
円（7.9%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1，462，992千
円（構成比56．3％）、自主財源は1，137，008千
円（構成比43．7％）となっています。前年度
比では、依存財源で168，590千円の増額、自
主財源で21，410千円の増額となっています。
　地方交付税は、国の地方財政計画に基
づいて推計し、近年の交付実績もふまえ普
通交付税800，000千円、特別交付税120，
000千円を計上しました。基金からの繰入金
は、前年に比べ37，130千円（6．6％）増の602，
583千円としており、うち財政調整基金繰入
金は150，000千円を計上しています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金を活用しながら、引き
続き健全で持続可能な財政基盤を堅持す
ることに努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は2，265，
521千円で、前年度に比べ95，809千円（4．4
％）の増額となっています。また、投資的経
費については334，479千円で、前年度に比
べて94，191千円（39．2％）の増額となってい
ます。
　目的別では、増額した主な費目は総務費、
民生費、衛生費、消防費、教育費、公債費
等であり、減額した主な費目は商工費、土
木費等となっています。増額の主な要因は、
給料・報酬・期末勤勉手当の改定や会計年
度任用職員の採用見込増に伴う人件費の
増額のほか、中芸広域連合や安芸広域メ
ルトセンターへの負担金の増、J－ALERT
受信機等の設備更新、中芸4町村ブロード
バンド施設の改修事業、逆浸透膜浄水装
置の整備、校舎・附属施設の改修事業等
によるものです。
　財源が限られた厳しい財政状況ですが、
事業の緊急度や優先度を見極め、効率的
かつ効果的な事業を着実に推進していきま
す。

前
年
当
初
比
　
　
％
増

　戸
籍
や
住
基
、
税
務
、
情
報
政
策
、

消
防
・
防
災
対
策
、
財
務
等
自
治
体
と

し
て
の
基
礎
的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か

さ
ど
り
つ
つ
、
職
員
の
資
質
向
上
と
適

正
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
D
X
）
の
推
進

　本
年
度
は
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
（
戸
籍
、
選
挙
、
国
民
年

金
、
国
保
、
後
期
高
齢
）
を
中
心
に
引
き

続
き
自
治
体
D
X
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
積
極
的
に
導
入
、
活
用
す
る
こ
と

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
、
及
び

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　ま
た
、
中
芸
4
町
村
共
同
で
維
持
・
運

営
す
る
情
報
通
信
事
業
の
安
定
的
な
事
業

継
続
の
た
め
、
施
設
の
更
新
、
増
強
を
行

い
ま
す
。

○
防
災
事
業
の
推
進

　住
宅
の
耐
震
診
断
の
促
進
、
避
難
所
用

衛
生
用
品
を
整
備
し
、
災
害
に
対
す
る
備

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》
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　日本経済は物価の上昇を上回る賃上げにより個人消費が緩やかに増加し、企業の設備投資も堅調な動きが継続するなど、
デフレからの脱却が進むと予想されている中、人口減少はさらに進行し人材確保競争が激化しており、本村のような中山間地
域では労働力の確保が困難な状況に転じてきています。
　本村では人的資源の確保を最優先課題とし、未来を拓くしごとづくり、人と自然がつながる流れづくり、馬路村で育む結婚・出
産・子育ての未来、心惹かれる村づくり、の4つの柱のもと、労働者の確保や移住・定住施策に優先的に取り組んでいきます。ま
た、国や県の方針や政策、社会の変化も意識しながら、本村の課題に的確に対応しつつ新たな挑戦や効果的な取り組みを展
開します。

え
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の
開

設
訓
練
や
資
機
材
・
消
火
栓
等
の
扱
い
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
役
場
に
お
い
て
も
、
災
害
時
の

業
務
優
先
度
を
見
直
す
た
め
に
業
務
継
続

計
画
を
改
定
し
、
職
員
向
け
訓
練
を
行
う

等
、
初
動
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　健
康
福
祉
課

　第
3
期
馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
や
か
な
暮
ら
し
を
生
涯
支
え
る
村

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
基
本
的
施
策
を
推
進
し
ま
す
。多
く
の

村
民
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
多
様
な
人

と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え

て
つ
な
が
り
、
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
福

祉
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
を
共
に

つ
く
って
い
く
共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

○
健
康
寿
命
の
延
伸

　各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、

糖
尿
病
性
腎
症
対
策
、
循
環
器
病
対
策

な
ど
の
保
健
指
導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

で
す
。
本
村
で
は
地
理
的
条
件

に
よ
り
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
道

路
被
害
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
村
内
で
生
活
を
す
る
た

め
に
は
道
路
の
適
切
な
整
備
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
村

道
は
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
て
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
の
要

と
な
る
村
道
の
橋
梁
及
び
構
造

物
の
補
修
を
引
き
続
き
施
工
し

て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
土

川
橋
並
び
に
石
小
屋
橋
の
橋
梁

補
修
工
事
と
村
道
上
坪
線
擁
壁

補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　林
道
も
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
土
川
線
・
押
谷
線
・

亀
谷
小
石
川
線
の
路
面
改
良
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　農
道
や
農
作
業
道
の
維
持
修

繕
、
農
業
用
水
路
の
補
修
、
村

単
小
規
模
事
業
に
よ
る
基
盤
整

備
を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
農

家
の
作
業
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

  

地
域
振
興
課

○
移
住
・
定
住
促
進
事
業

　ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
は
、
9
年
目
と
な
る
本
年

度
も
継
続
実
施
し
、
慢
性
的
な

労
働
力
不
足
の
解
消
を
図
る
と
と

も
に
、
交
流
人
口
や
移
住
者
増
加

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
度
の
女
性
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
整
備
要
望

の
あ
っ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

に
つ
い
て
も
、
二
地
域
居
住
の

拠
点
と
し
て
の
整
備
を
開
始
し
、

国
の
進
め
る
地
方
へ
の
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
、
若
者
の
集
う
村
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　加
え
て
、
U
タ
ー
ン
奨
励
金
や

雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
を
見
直

し
て
、単
身
者
の
U
タ
ー
ン
や
村
内

企
業
へ
の
就
職
の
た
め
の
転
入
を

促
進
し
ま
す
。

○
婚
姻
促
進
事
業

　昨
年
度
新
設
し
た
結
婚
相
談

や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
利
用

補
助
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
年

齢
を
拡
大
し
、結
婚
を
希
望
す
る

村
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

　馬
路
村
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
は
、
3
人
の
派
遣
職
員

を
雇
用
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
6
年
度
中
に
新
た
に
1

人
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
派
遣
先
事
業
所
に
新

た
に
魚
梁
瀬
石
油
店
も
加
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
、
組
合
活
動
を
通
じ
て
村
内

事
業
所
の
人
手
不
足
を
解
消
し
、

組
合
の
派
遣
職
員
の
雇
用
に
よ
っ

て
移
住
促
進
及
び
定
住
化
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
農
業
振
興

　馬
路
村
有
機
農
業
実
施
計
画

を
軸
に
、国
内
外
の
幅
広
い
層
に

村
の
有
機
農
業
を
P
R
し
て
い

く
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
圏
や

U
A
E
で
の
フ
ェ
ア
や
商
談
会

の
実
施
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
メ
ニ
ュ

ー
開
発
な
ど
、よ
り
一
層
の
実
践

的
な
取
り
組
み
を
行
い
、安
定
し

た
農
業
生
産
や
収
入
確
保
を
目

指
し
ま
す
。

総 

務 

課

令和7年度村民一人当たりの一般会計予算額
３，４８９，９３３円／人
（26億円／２年度国勢調査人口　７４５人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和６年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

２１億２千万円

2,845,638円

令 和６年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２４億円

3，221，477円

１２０，００９円

２２７，８７９円

４，６９８円

３７２，３４１円

２７２，６３９円

２０２，１１３円

７３８，６８１円

６２０，２０８円

９３１，３６５円

小中学校、教育委員会

総　額
2,600,000千円

地方交付税
  ９２０,０００

         （３５.３８％） 県支出金ほか
１４８，３６３
（５.７１％）

村債
２５５,２００
（９.８２％）

扶助費
２１，２６２
（０．８２％）

公債費
３０６,４１９
（１１.７９％）

　 人件費
　４５２,７８８
（１７.４１％）　

繰出金
７０,９５８
（２.７３％）

  物件費
５３６,４３９
（２０.６３％）

その他
８７７,６５５
（３３.７６％） 災害復旧

事業費

３３０,９７９
 （１２.７３％）

１３３,７４２
（５.１４％）

諸収入・その他

１３９,４２９
（５.３６％）

3,500
（0.13％）

  １,００３,２６６
（３８.５９％）

普通建設
事業費

村税

国庫支出金

歳入

依存財源
１，４６２，９９２
  （５６.２７％）     自主財源　

 １,１３７,００８
（４３.７３％）

歳出

投資的経費 
３３４，４７９
（１２.８６％）

経常的経費
２，２６５，５２１
（８７.１４％）
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　健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、

保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
実
施
事
業
や
高
齢
者
運
動

機
能
等
向
上
事
業
の
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

現
役
世
代
に
も
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
や
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助

成
を
行
う
と
と
も
に
広
報
・
周

知
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、新
た
に
住
宅
断
熱
改
修

費
補
助
金
を
創
設
し
、健
康
状
態

の
保
持・増
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
環
境
の
整
備

　令
和
7
年
度
か
ら
開
始
す
る

第
3
期
馬
路
村
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
に
加
え
、
お
む
つ
等
の
赤

ち
ゃ
ん
用
品
を
給
付
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
子
育
て
世
代
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型

支
援
を
行
い
ま
す
。

　建
設
課
　

○
道
路
の
基
盤
整
備

　道
路
は
産
業
や
生
活
の
基
盤

令和７年度
　　一般会計当初予算２６億円

　本年度の当初予算は2,600,000千円で、
前年度2,410,000千円と比較して190,000千
円（7.9%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1，462，992千
円（構成比56．3％）、自主財源は1，137，008千
円（構成比43．7％）となっています。前年度
比では、依存財源で168，590千円の増額、自
主財源で21，410千円の増額となっています。
　地方交付税は、国の地方財政計画に基
づいて推計し、近年の交付実績もふまえ普
通交付税800，000千円、特別交付税120，
000千円を計上しました。基金からの繰入金
は、前年に比べ37，130千円（6．6％）増の602，
583千円としており、うち財政調整基金繰入
金は150，000千円を計上しています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金を活用しながら、引き
続き健全で持続可能な財政基盤を堅持す
ることに努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は2，265，
521千円で、前年度に比べ95，809千円（4．4
％）の増額となっています。また、投資的経
費については334，479千円で、前年度に比
べて94，191千円（39．2％）の増額となってい
ます。
　目的別では、増額した主な費目は総務費、
民生費、衛生費、消防費、教育費、公債費
等であり、減額した主な費目は商工費、土
木費等となっています。増額の主な要因は、
給料・報酬・期末勤勉手当の改定や会計年
度任用職員の採用見込増に伴う人件費の
増額のほか、中芸広域連合や安芸広域メ
ルトセンターへの負担金の増、J－ALERT
受信機等の設備更新、中芸4町村ブロード
バンド施設の改修事業、逆浸透膜浄水装
置の整備、校舎・附属施設の改修事業等
によるものです。
　財源が限られた厳しい財政状況ですが、
事業の緊急度や優先度を見極め、効率的
かつ効果的な事業を着実に推進していきま
す。

前
年
当
初
比
　
　
％
増

　戸
籍
や
住
基
、
税
務
、
情
報
政
策
、

消
防
・
防
災
対
策
、
財
務
等
自
治
体
と

し
て
の
基
礎
的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か

さ
ど
り
つ
つ
、
職
員
の
資
質
向
上
と
適

正
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
D
X
）
の
推
進

　本
年
度
は
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
（
戸
籍
、
選
挙
、
国
民
年

金
、
国
保
、
後
期
高
齢
）
を
中
心
に
引
き

続
き
自
治
体
D
X
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
積
極
的
に
導
入
、
活
用
す
る
こ
と

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
、
及
び

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　ま
た
、
中
芸
4
町
村
共
同
で
維
持
・
運

営
す
る
情
報
通
信
事
業
の
安
定
的
な
事
業

継
続
の
た
め
、
施
設
の
更
新
、
増
強
を
行

い
ま
す
。

○
防
災
事
業
の
推
進

　住
宅
の
耐
震
診
断
の
促
進
、
避
難
所
用

衛
生
用
品
を
整
備
し
、
災
害
に
対
す
る
備

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》
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　日本経済は物価の上昇を上回る賃上げにより個人消費が緩やかに増加し、企業の設備投資も堅調な動きが継続するなど、
デフレからの脱却が進むと予想されている中、人口減少はさらに進行し人材確保競争が激化しており、本村のような中山間地
域では労働力の確保が困難な状況に転じてきています。
　本村では人的資源の確保を最優先課題とし、未来を拓くしごとづくり、人と自然がつながる流れづくり、馬路村で育む結婚・出
産・子育ての未来、心惹かれる村づくり、の4つの柱のもと、労働者の確保や移住・定住施策に優先的に取り組んでいきます。ま
た、国や県の方針や政策、社会の変化も意識しながら、本村の課題に的確に対応しつつ新たな挑戦や効果的な取り組みを展
開します。

え
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の
開

設
訓
練
や
資
機
材
・
消
火
栓
等
の
扱
い
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
役
場
に
お
い
て
も
、
災
害
時
の

業
務
優
先
度
を
見
直
す
た
め
に
業
務
継
続

計
画
を
改
定
し
、
職
員
向
け
訓
練
を
行
う

等
、
初
動
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　健
康
福
祉
課

　第
3
期
馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
や
か
な
暮
ら
し
を
生
涯
支
え
る
村

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
基
本
的
施
策
を
推
進
し
ま
す
。多
く
の

村
民
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
多
様
な
人

と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え

て
つ
な
が
り
、
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
福

祉
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
を
共
に

つ
く
って
い
く
共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

○
健
康
寿
命
の
延
伸

　各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、

糖
尿
病
性
腎
症
対
策
、
循
環
器
病
対
策

な
ど
の
保
健
指
導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

で
す
。
本
村
で
は
地
理
的
条
件

に
よ
り
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
道

路
被
害
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
村
内
で
生
活
を
す
る
た

め
に
は
道
路
の
適
切
な
整
備
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
村

道
は
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
て
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
の
要

と
な
る
村
道
の
橋
梁
及
び
構
造

物
の
補
修
を
引
き
続
き
施
工
し

て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
土

川
橋
並
び
に
石
小
屋
橋
の
橋
梁

補
修
工
事
と
村
道
上
坪
線
擁
壁

補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　林
道
も
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
土
川
線
・
押
谷
線
・

亀
谷
小
石
川
線
の
路
面
改
良
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　農
道
や
農
作
業
道
の
維
持
修

繕
、
農
業
用
水
路
の
補
修
、
村

単
小
規
模
事
業
に
よ
る
基
盤
整

備
を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
農

家
の
作
業
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

  

地
域
振
興
課

○
移
住
・
定
住
促
進
事
業

　ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
は
、
9
年
目
と
な
る
本
年

度
も
継
続
実
施
し
、
慢
性
的
な

労
働
力
不
足
の
解
消
を
図
る
と
と

も
に
、
交
流
人
口
や
移
住
者
増
加

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
度
の
女
性
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
整
備
要
望

の
あ
っ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

に
つ
い
て
も
、
二
地
域
居
住
の

拠
点
と
し
て
の
整
備
を
開
始
し
、

国
の
進
め
る
地
方
へ
の
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
、
若
者
の
集
う
村
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　加
え
て
、
U
タ
ー
ン
奨
励
金
や

雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
を
見
直

し
て
、単
身
者
の
U
タ
ー
ン
や
村
内

企
業
へ
の
就
職
の
た
め
の
転
入
を

促
進
し
ま
す
。

○
婚
姻
促
進
事
業

　昨
年
度
新
設
し
た
結
婚
相
談

や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
利
用

補
助
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
年

齢
を
拡
大
し
、結
婚
を
希
望
す
る

村
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

　馬
路
村
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
は
、
3
人
の
派
遣
職
員

を
雇
用
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
6
年
度
中
に
新
た
に
1

人
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
派
遣
先
事
業
所
に
新

た
に
魚
梁
瀬
石
油
店
も
加
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
、
組
合
活
動
を
通
じ
て
村
内

事
業
所
の
人
手
不
足
を
解
消
し
、

組
合
の
派
遣
職
員
の
雇
用
に
よ
っ

て
移
住
促
進
及
び
定
住
化
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
農
業
振
興

　馬
路
村
有
機
農
業
実
施
計
画

を
軸
に
、国
内
外
の
幅
広
い
層
に

村
の
有
機
農
業
を
P
R
し
て
い

く
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
圏
や

U
A
E
で
の
フ
ェ
ア
や
商
談
会

の
実
施
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
メ
ニ
ュ

ー
開
発
な
ど
、よ
り
一
層
の
実
践

的
な
取
り
組
み
を
行
い
、安
定
し

た
農
業
生
産
や
収
入
確
保
を
目

指
し
ま
す
。

総 

務 

課

令和7年度村民一人当たりの一般会計予算額
３，４８９，９３３円／人
（26億円／２年度国勢調査人口　７４５人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和６年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

２１億２千万円

2,845,638円

令 和６年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２４億円

3，221，477円

１２０，００９円

２２７，８７９円

４，６９８円

３７２，３４１円

２７２，６３９円

２０２，１１３円

７３８，６８１円

６２０，２０８円

９３１，３６５円

小中学校、教育委員会

総　額
2,600,000千円

地方交付税
  ９２０,０００

         （３５.３８％） 県支出金ほか
１４８，３６３
（５.７１％）

村債
２５５,２００
（９.８２％）

扶助費
２１，２６２
（０．８２％）

公債費
３０６,４１９
（１１.７９％）

　 人件費
　４５２,７８８
（１７.４１％）　

繰出金
７０,９５８
（２.７３％）

  物件費
５３６,４３９
（２０.６３％）

その他
８７７,６５５
（３３.７６％） 災害復旧

事業費

３３０,９７９
 （１２.７３％）

１３３,７４２
（５.１４％）

諸収入・その他

１３９,４２９
（５.３６％）

3,500
（0.13％）

  １,００３,２６６
（３８.５９％）

普通建設
事業費

村税

国庫支出金

歳入

依存財源
１，４６２，９９２
  （５６.２７％）     自主財源　

 １,１３７,００８
（４３.７３％）

歳出

投資的経費 
３３４，４７９
（１２.８６％）

経常的経費
２，２６５，５２１
（８７.１４％）
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ま
た
、
生
産
基
盤
の
強
化
に

つ
な
が
る
農
業
用
機
械
購
入
へ

の
補
助
や
ゆ
ず
加
工
品
の
生
産

販
売
の
支
援
、
農
業
用
水
路
の

長
寿
命
化
な
ど
も
引
き
続
き
実

施
し
、
農
家
所
得
の
向
上
、
農

作
業
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
担
い
手
対
策
と
し

て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事

業
や
馬
路
村
援
農
隊
事
業
を
継

続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
村

と
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
が
窓

口
と
な
り
、
農
家
と
非
農
家
が

マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
体
制
を
整

備
し
、
包
括
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
鳥
獣

被
害
を
抑
え
る
た
め
の
防
護
柵

設
置
に
対
し
引
き
続
き
支
援
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
サ
ギ
の
大
量
発
生

に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
被
害
に
あ
っ
て

い
る
農
家
の
方
と
狩
猟
者
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
派
遣
す
る
「
加
害

鳥
獣
捕
獲
隊
」
を
発
足
し
、
加

害
鳥
獣
の
個
体
数
減
少
を
図
り

ま
す
。

○
林
業
振
興

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
積
極
的

に
活
用
し
、
馬
路
村
森
林
組
合

と
連
携
し
た
森
林
経
営
意
向
調

査
の
実
施
や
防
災
や
景
観
整
備

の
た
め
の
里
山
整
備
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
き
施
業
集
約
化
と
効
率
的
な

路
網
整
備
を
促
進
し
、
山
林
所

有
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る

基
盤
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

本
年
度
も
、
馬
路
黒
松
・
モ
ッ

ソ
ノ
谷
、
宿
の
谷
で
間
伐
等
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保

で
は
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校

か
ら
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
生
の

受
け
入
れ
や
新
規
就
労
者
の
初

期
装
備
品
や
資
格
習
得
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
継
続
的
に
支

援
を
行
い
就
業
意
欲
や
定
着
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
・
商
工
振
興

　「
ら
ん
ま
ん
」
に
続
き
、
高
知

県
出
身
の
漫
画
家
「
や
な
せ
た

か
し
氏
」
を
モ
デ
ル
と
し
た

N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ

ん
ぱ
ん
」
の
放
映
に
よ
り
高
知

県
へ
の
注
目
が
よ
り
一
層
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃

す
こ
と
な
く
、
村
内
観
光
施
設

や
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、
県
へ
の
要

望
や
支
援
に
つ
な
げ
、
村
全
体

で
観
光
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
場
規
模
が
年
々
拡
大
し
て

い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
誘
客
の
強
化
を

行
い
、
本
村
の
新
た
な
観
光
客

層
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、
受

入
体
制
の
整
備
や
広
域
Q
R
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
、
S
N
S

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
実
施

し
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
追
い
風
と
し
て
、
4

月
13
日
か
ら
10
月
13
日
の
期
間

で
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
国
内
外
へ
村
の
魅
力

が
発
信
で
き
る
機
会
と
し
て
、

万
博
へ
出
展
す
る
事
業
所
に
対

し
補
助
を
行
う
こ
と
で
村
産
品

等
の
P
R
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
に
は
、
高
知

県
の
漁
業
調
整
規
則
が
改
正
さ

れ
10
月
1
日
か
ら
翌
年
2
月
末

ま
で
の
間
も
通
常
の
遊
漁
と
し

て
、
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
に
よ

る
釣
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

見
込
み
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

本
村
で
も
奈
半
利
川
水
系
の
西

川
に
お
い
て
年
間
を
通
し
て
ア

メ
ゴ
釣
り
が
楽
し
め
、
魅
力
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ

と
な
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
漁
場
環
境
の
整
備
や

資
源
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令
和
6

年
度
の
納
税
額
が
2
億
8
千
万

円
を
超
え
、
過
去
最
高
額
と
な

り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

村
財
政
の
重
要
な
財
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
村
内
事
業
者
の
売

上
向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要
な

施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
業
を
寄
附
者
に
対

し
て
提
示
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を

実
施
予
定
で
あ
り
、
寄
附
者
か

ら
応
援
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
事
業
の
企
画
を
行
い
、
寄
附

額
の
増
を
図
り
ま
す
。

○
交
流
人
口
創
出

　
本
村
の
交
流
人
口
を
拡
大
し

て
い
き
、地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
高
知
市
で「
馬
路
村
ど
っ
ぷ

り
フ
ェ
ス
タ（
仮
称
）」を
開
催
し

ま
す
。「
山
師
達
人
選
手
権
大
会
」

と
「
ご
っ
く
ん
お
山
の
夏
祭
り
」

を
掛
け
合
せ
た
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

馬
路
村
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、フ
ァ

ン
の
獲
得
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ

ウ
ン
ト「U

M
A
JI journal

」
等
、

S
N
S
で
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
発
信
を
充

実
さ
せ
、
幅
広
い
層
へ
向
け
て

の
本
村
の
認
知
度
向
上
を
図
り

ま
す
。
加
え
て
L
I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
村

の
求
人
情
報
や
ふ
る
さ
と
納
税
、

移
住
支
援
策
等
の
幅
広
い
情
報

を
発
信
し
、
馬
路
村
フ
ァ
ン
と

よ
り
強
固
な
つ
な
が
り
を
築
き

ま
す
。

 

教
育
委
員
会

○
社
会
教
育

　
個
人
の
資
質
や
能
力
を
高

め
、
地
域
活
動
に
生
か
す
人
づ

く
り
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活

性
化
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら

住
民
間
に
生
ま
れ
る
つ
な
が
り

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
集
会

セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
を
中
心
に

事
業
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
施

策
と
し
て
、

①
地
域
の
実
情
に
即
し
た
人
権

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

②
図
書
室
が
地
域
の
知
の
拠
点

と
し
て
利
用
し
や
す
く
身
近
な

施
設
と
な
る
よ
う
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

③
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
向
け

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

④
青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

⑤
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

学
び
や
、
成
長
を
支
え
る
地
域

学
校
協
働
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑥
文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
学
校
教
育

　
各
校
に
お
い
て
、G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
し
た

一
人
一
台
端
末
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体
的

に
充
実
さ
せ
、「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
幼
児
期
の
学
び
を
小
学

校
の
学
び
に
つ
な
ぐ
た
め
、
5
歳

児
か
ら
小
学
校
1
年
生
ま
で
の
２

年
間
（
架
け
橋
期
）
に
つ
い
て
、

保
・
小
の
先
生
、
保
護
者
や
地
域

住
民
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
ま
ん

な
か
に
し
た
互
い
の
教
育
の
内
容

を
話
し
合
え
る
体
制
を
整
え
、
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　本村の国保税は、所得にかかる「所得割額」、被保険者ごとにかかる「被保険者均等割額」、世帯に
かかる「世帯別平等割額」の3つで構成されています。令和12年度から適用される予定の県内保険
料水準の統一に向け、国保税率を改正します。
　また、国の政令改正に伴い、賦課限度額についても以下のとおり引き上げするとともに、軽減措置
について、５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準が引き上げられます。

国民健康保険だより

令和7年度の税率（年額）

【R６年度】現行
7割軽減基準額 : 基礎控除額 (43 万円 )
5 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+29.5 万円×( 被保険者数 )
2 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+54.5 万円×( 被保険者数 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【R７年度】改正後
7割軽減基準額 : 基礎控除額 (43 万円 )
5 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+30.5 万円×(被保険者数 )
2 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+56 万円×(被保険者数 )

保険税の軽減判定所得について

令和 7年度の国民健康保険税（国保税）についてお知らせします。
県内保険料水準の統一に向け、以下の通り税率の改正を行います。

　

　　　　　　　  現　行（Ｒ6年度 ) 改正後（Ｒ7年度 ) 　　　 差
基礎賦課

所得割率 7.0% 7.3% 0.3%引き上げ
均等割額 26,000 円 28,000 円 2,000 円引き上げ
平等割額 26,000 円 25,000 円 1,000 円引き下げ
賦課限度額 650,000 円 660,000 円 10,000 円引き上げ

後期支援金
所得割率 1.6% 1.9% 0.3%引き上げ
均等割額 7,000 円 8,000 円 1,000 円引き上げ
平等割額 7,000 円 今年度改正なし 差額なし
賦課限度額 240,000 円 260,000 円 20,000 円引き上げ

介護納付金
所得割率 1.7% 1.9% 0.2%引き上げ
均等割額 11,000 円 13,000 円 2,000 円引き上げ
賦課限度額 170,000 円 今年度改正なし 差額なし

広報うまじ342号 ——— （4



　本村の国保税は、所得にかかる「所得割額」、被保険者ごとにかかる「被保険者均等割額」、世帯に
かかる「世帯別平等割額」の3つで構成されています。令和12年度から適用される予定の県内保険
料水準の統一に向け、国保税率を改正します。
　また、国の政令改正に伴い、賦課限度額についても以下のとおり引き上げするとともに、軽減措置
について、５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準が引き上げられます。

国民健康保険だより

令和7年度の税率（年額）

【R６年度】現行
7割軽減基準額 : 基礎控除額 (43 万円 )
5 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+29.5 万円×( 被保険者数 )
2 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+54.5 万円×( 被保険者数 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【R７年度】改正後
7割軽減基準額 : 基礎控除額 (43 万円 )
5 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+30.5 万円×(被保険者数 )
2 割軽減基準額=基礎控除額 (43 万円 )+56 万円×(被保険者数 )

保険税の軽減判定所得について

令和 7年度の国民健康保険税（国保税）についてお知らせします。
県内保険料水準の統一に向け、以下の通り税率の改正を行います。

　

　　　　　　　  現　行（Ｒ6年度 ) 改正後（Ｒ7年度 ) 　　　 差
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平等割額 26,000 円 25,000 円 1,000 円引き下げ
賦課限度額 650,000 円 660,000 円 10,000 円引き上げ
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　2月16日（日）田野町ふれあいセン
ターを起点とする周回コースで行わ
れました。馬路村から2チームが参
加し、練習の成果が発揮され、18チ
ーム中、総合第2位と第6位の好成
績を収めました。また、馬路小学校
4年生、山田遥馬君、芝光さんも区
間賞に輝くなど、選手10人は大健闘
の走りを見せてくれました。結果は
右記のとおりです。

第39回中芸子ども駅伝競走大会
馬路Ａチーム第2位、　Ｂチーム第6位
区間賞　　第3区　山田　遥馬君　第4区　芝　光さん

記録表（抜粋）

順位 チーム名 総合 1区 2区 3区 4区 5区
   タイム 低学年1㎞ 高学年2㎞ 中学年1.5㎞ 中学年1.5㎞ 高学年2㎞

 2 馬路A 33́ 35″ 上治謙心 上治愛璃 山田遥馬 芝　光 上治桜々
 　   ② ４.０３ ④ ８.１４ ① ５.５２ ① ６.１１ ⑪ ９.１５
     ④12.17 ①18.09 ①24.20 ②33.35

 6 馬路B 36́ 20″ 安養寺陸稲 乾　凜花 上治大耕 木下歌乃 牛窓環菜
 　   ⑦ ４.１２ ⑪ ９.０８ ④ ６.３３ ④ ６.５９ ⑬ ９.３２
     ⑨13.20 ⑥19.53 ⑥26.52 ⑥36.20

　節分に赤鬼と青鬼が遊
びにきたよ！
　かくれんぼや鬼ごっこ
みんなの好きなダンスを
一緒にしたよ♪

　自分たちが作ったクレープを
うれしそうに食べてくれる姿に
「やってよかった♡」「みんなで
がんばれそう！」とさらに士気
があがった年長児でした。

　生活発表会の前に、年
長児が

クレープを振る舞い、が
んばろう

パーティーを開催！

　今年は洋装でひなまつり♪好きなドレスを身にまとい、
ひなまつりパーティーを楽しみました。
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生田流箏曲葉風会
　大師範
　　小松しのぶさん

　　　　箏

生田流箏曲葉風会
　大師範
　　小松しのぶさん

　　　　箏

フラダンス
（レア・レア・フラ・うまじ）

大
正
琴（
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
）

馬路太極拳クラブ

ユーフォニアム奏者
岡本幸将さん

ユーフォニアム奏者
岡本幸将さん

　３月２日馬路村集会センターうまなびで村文化協会所属の３団体と、特別出演として箏演奏者
小松しのぶさん、ユーフォニアム演奏者の岡本幸将さんに出演いただき開催しました。
　「さくら　さくら」の演奏や「花」を表現した踊りなど春を感じるひとときでした。

すみれ色の衣装が素敵でした。

演目「春よ来い」扇子がパッと音をたて、一斉に開きました。

プルメリアの花の美しさと香りの素晴らしさ。恋人
へ熱い思いを捧げるラブソングの2曲を披露

最後に特別出演の二人の演奏
で「故郷」を会場のみんなで歌い
ました。

第43回　馬路村内芸能発表会開催第43回　馬路村内芸能発表会開催
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　出
張
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
授
業

　村
で
は
、オ
ー
ガ
ニッ
ク
ビ
レッ
ジ
宣
言

を
契
機
に
、未
来
に
有
機
農
業
を
残
し

て
い
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、村
内
の

小・中
学
校
を
対
象
に
出
張
オ
ー
ガ
ニッ

ク
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　給
食
の
時
間
に
行
っ
た
授
業
で
は
、村

の
有
機
農
産
物
ユ
ズ
に
関
連
し
た
ク
イ

ズ
を
出
題
し
、答
え
の
解
説
を
通
じ
て

有
機
農
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。ク
イ
ズ
の
内
容
は
、日
頃
、村
で
採
れ

た
ユ
ズ
や
お
米
に
触
れ
て
い
る
児
童・生

徒
に
とって
簡
単
な
問
題
も
あ
れ
ば
、村

民
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
内
容

の
問
題
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、子
ど

も
た
ち
は
大
変
興
味
深
く
、真
剣
な
眼

差
し
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　授
業
後
は
、オ
ー
ガ
ニッ
ク
給
食
の
推

進
も
兼
ね
、有
機
農
産
物
ユ
ズ
を
使
用

し
た
給
食
ゼ
リ
ー
を
提
供
し
、授
業
で

学
ん
だ
有
機
農
業
の
取
り
組
み
に
よ
り

生
産
さ
れ
た
ユ
ズ
加
工
品
を
実
際
に
食

す
こ
と
で
、よ
り
一
層
の
有
機
農
業
への

関
心
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　村
で
は
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
し
て
、幅
広
い
層
へ
有
機
農

業
を
P
R
し
て
い
き
、消
費
拡
大
に
よ

る
農
業
生
産
の
安
定
化
や
未
来
に
つ
な

ぐ
た
め
の
有
機
農
業
に
対
す
る
意
識
醸

成
を
図
って
い
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き

村
農
政
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

有
機
農
業
を
学
ぼ
う
！

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊
　
こ
の
3
年
間
、
魚
梁
瀬
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、多
く
の
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
通
し

て
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
2
つ
あ

り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な

せ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
関
係
に
携
わ

れ
た
こ
と
で
す
。イ
ベ
ン
ト
等
の
準
備
を

行
っ
て
い
く
中
で
、
最
初
は
何
も
か
も
が

う
ま
く
で
き
な
く
て
、悩
ん
だ
年
も
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、
村
民
の
方
々
が
助
け

て
く
だ
さ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
の
方
か

ら
、
帰
り
に
楽
し
か
っ
た
な
ど
と
声
掛
け

を
し
て
も
ら
え
た
際
な
ど
は
、と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　
2
つ
目
は
、「
魚
梁
瀬
小
中
学
校
の
生

徒
思
い
出
づ
く
り
事
業
」
で
す
。こ
の
事

業
を
通
し
て
、
魚
梁
瀬
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、私
た
ち
が
1

年
間
を
通
し
て
の
企
画
を
考
え
、実
施
の

際
に
は
、と
て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
、

以
前
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。秋
に
は
保
護

者
の
方
も
交
え
た
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
、
全
力
で
戦
っ
た
り
、
応
援
し

て
い
る
姿
に
会
場
は
と
て
も
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。活
動
内
容

の
一
部
を
ま
と
め
ア
ル
バ
ム
を
制
作
し

ま
し
た
。み
ん
な
が
、
成
長
し
て
い
く
中

で
、
こ
の
時
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
私
は
、
高
校
卒
業
後
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
な
り
、
社
会
人
と
し
て
も
一

人
暮
ら
し
を
始
め
る
こ
と
も
不
安
で
し

た
が
、
私
を
受
け
入
れ
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

隊
員

　植
田

　梨
央

フェスティバル魚梁瀬に飾る
ランタン作り

お楽しみ会でのビンゴ大会

▲授業の様子

や
な
せ
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　南太平洋の緑豊かな丘陵に位置
するニュージーランドは、ひっそりと素
晴らしい酪農産業を育んできました。
ミルク、チーズ、アイスクリーム、そして
チョコレートといった製品を世界に届
けています。2025年3月現在、この小
さな国は日本を含む多くの国々にシン
プルで高品質な商品を提供し続け、
国際貿易の中で控えめながらも尊敬
される地位を築いています。

　ニュージーランドの酪農場では、年間2,000万トン以上のミルクが生産されており、そ
のほとんどが広 と々した牧草地で育った牛から得られています。このミルクは彼らの提
供する品々の中心となり、チェダーやモッツァレラのような滑らかなチーズ、世界各国で
使われる日常的なミルクパウダー、そしてクリーミーな心地よさをもたらすアイスクリームが生まれます。最近では、こ
の乳製品を濃厚なチョコレートに混ぜ合わせ、甘い新しい魅力として注目を集め始めています。地元の農家が運
営するフォンテラのような企業が、これらの商品を100カ国以上に届けています。昨年、チーズの輸出が少し増え、
人々がその技術をどれほど楽しんでいるかを示していますが、ミルクは変わらず安定した人気を保っています。
　特筆すべきは、ニュージーランドが自然と少しの賢い技術に頼りながら、シンプルに物事を進めている点です。働
く農家たちが素朴な素材を世界中で愛されるものに変える物語は、チーズ一片からチョコレート一欠片まで、静か
な成功として注目に値します。

　世界中で約40億人に視聴さ
れ、前回のワールドカップでは
累計約260億回の視聴を記録し
たサッカーは、世界で最も人気
のあるスポーツである。現在、こ
の競技は世界中でプレーされ、
愛されているが、その起源をた
どると、近代サッカーの基礎が
築かれたイギリスに行き着く。
　イギリスでは中世の時代から
サッカーが行われていたが、そ
れぞれの町や村には独自のルールがあり、多くの地域では手を使ってボール

を扱うことが認められていた。近代サッカーの形が整い始めたのは19世紀のことで、1843年、イギリス各地か
ら集まったケンブリッジ大学の学生たちが、共通のルールを作ることで一緒にプレーできるようにした。このル
ールは、彼らが卒業後にサッカークラブを設立することで広まっていった。

　1863年には、複数のクラブによる会議が開かれ、初めて標準化さ
れたプロサッカーのルールが作られると同時に、スポーツ界初の統
括組織であるFA（フットボール・アソシエーション）が設立された。
これにより、現在のサッカーの基盤が確立されたのである。こうして
イギリスは世界的なモデルを作り上げた。
　世界最古のサッカークラブであるシェフィールドFCは1857年に創
設され、現在も活動を続けている。また、1871年に始まったFAカッ
プは、今も続く最も歴史のある国内サッカー大会である。さらに、
1888年に設立されたイングランド・フットボールリーグは、史上初の
プロリーグとなり、現代のリーグ制度の礎を築いた。

ニュージーランドの酪農産業

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー

▲イギリス最大のスタジアム、ウェンブリー

▲世界最古のサッカークラブ
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
☎：30－1865　　FAX：30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　当協議会は、日本遺産に認定された中芸地域の魅力を中芸地域内外の方々に体験していただくため、
小さな体験プログラムを短期間に集中して複数実施する「オンパク手法」のイベント「ゆずFeS」を、平成29
年度から計11回開催しました。中芸地域を盛り上げたいという熱意を持つ方が、中芸5町村を舞台にした
期間限定の体験プログラムを企画・実施し、高知県内外の方々に中芸地域のさまざまな資源（人・自然・文
化など）を体験していただきました。
　中芸に人を呼び込み、中芸がもっと元気になることを目指し、引き続き本年度も「ゆずFeS」を開催します
ので、案内人として中芸地域の魅力を体験するプログラムを実施してみたい方は、ぜひ一度、事務局まで
ご連絡ください。

【令和 7年度ゆず FeSプログラムの案内人を募集します】

　3/2（日）に北川村モネの庭マルモッタンで行われた『北川村観光びらき2025』にPR出展しました。
　メインステージでは、アーティストや学生による演奏・ライブやトークショーなどが行われました。また、会場
では多くの飲食・物販のブースも出店しており、来場者で賑わっていました。
　協議会ブースでは、中芸日本遺産ストラップの販売、パンフレット・チラシでのPR、輪投げゲーム参加者への
日本遺産アンケートなどを行いました。

【北川村観光びらき2025にPR出展しました】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 93 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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☆状況により、試験日等が変更される場合があります。
☆詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、下記までご連絡下さい。

令和7年度（4月～6月）自衛官等採用案内
一般幹部候補生・幹部候補曹

資　格（R7．4．1現在） 受 付 期 間 試 験 日

　幹部候補生とは、一般又は専門の大学等を卒業後、陸・海・空自衛隊それぞれの幹部候補生学校で必
要な知識と技能を修得し、幹部自衛官（パイロットを含む。）に任官するコースです。
　「幹部候補曹」は、令和7年度から始まった新しいコースです。（詳細はお問い合わせください。）

【大卒程度試験】
・22歳以上26歳未満の人
・修士課程修了者等（見込み含）は28歳未満の人
・20歳以上22歳未満で大学を卒業（見込み含）した人

第2回採用試験
　4月23日～6月6日
　（飛行要員を除く。）

第2回 1次試験
 　6月14日

一般曹候補生

資　格 受 付 期 間 試 験 日

　部隊の中核を担う「曹」を養成するコースです。 初年度収入 約380万円～、ボーナス4．6月分
　初任給224，600円～239，600円　　週休2日制、各種休暇あり

採用予定月の1日現在、18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現在、33歳に達してい
ない人

3月1日～5月7日 1次試験  5月17日～19日
WEB試験（個別方式で1回）
2次試験　6月15日

自衛官候補生

資　格 受 付 期 間 試 験 日

　任期制のコースです。任期終了後、民間企業への就職や、継続して「曹」へ進むことも可能です。
　任用一時金344，000円支給、2士任官後の初任給224，600円～、任期満了ごとに特例退職手当が支給

採用予定月の1日現在、18歳以上33歳未満の人
32歳の人は、採用予定月の末日現在、33歳に達していな
い人

年間を通じて実施
（第1回は5月21日まで）

学科試験 5月24日～26日
WEB試験（個別方式で1回）
面接試験等　6月1日

 【香南地域事務所】　香南市野市町西野2217－3
　　　　　　　　　　℡　0887－57－8182　
　　　　　　　　　　E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

資料請求ホームページ
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4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定
4　　月

1 火 有害物収集

2 水

3 木

4 金 馬路保育所入園式

5 土 魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬丸山公園）

6 日

7 月 村内各校始業式、新任式
馬路小・中学校入学式、魚梁瀬中学校入学式

8 火 リサイクル回収

9 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

10 木

11 金 人権相談所（馬路村集会センターうまなび）10：00～15：00
行政相談所（馬路村集会センターうまなび）10：00～12：00

古紙回収（魚梁瀬）

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土 馬路小・中学校参観日、PTA 総会
魚梁瀬小・中学校参観日

20 日

21 月

22 火 リサイクル回収

23 水

24 木 県立移動図書巡回（魚梁瀬多目的施設）11：10 ～ 11：50

25 金 古紙回収（馬路）

26 土 令和７年度職域ソフトボール大会

27 日

28 月

29 火 中学校学年別春季卓球大会（県民体育館）　昭和の日

30 水

5　　月
1 木

2 金 馬路小学校遠足

3 土 憲法記念日

4 日 みどりの日

5 月 中学校春季卓球選手権大会（春野）　　　 こどもの日

6 火 中学校春季卓球選手権大会（春野）有害物収集 振替休日

7 水 中芸地区教育研究大会

8 木

9 金 古紙回収（魚梁瀬）

10 土 中芸地区中学校夏季大会

11 日 馬路温泉バラ風呂開催（６月以降毎月１日開催）

12 月

13 火 リサイクル回収

14 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

15 木

16 金 魚梁瀬小・中学校遠足

17 土 馬路保・小・中学校合同運動会

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 馬路村教育研究大会

23 金 古紙回収（馬路）

24 土

25 日

26 月

27 火 リサイクル回収

28 水 １歳６カ月・3 歳児健診（奈半利町防災センター）

29 木

30 金 馬路村家庭教育講座（馬路村集会センターうまなび）18：00～

31 土 安芸地区総合体育大会（野球）

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

2　月 1 0 0 1 0 3 0 3 761
3　月 0 8 0 8 0 15 0 15 754

馬路村特別村民  12,507 人
（3 月 31 現在）

 馬　路　620 人、314 世帯
魚梁瀬　134 人、　 84 世帯
　（外国人含む）
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村内あちらこちら

3月

2月

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443

ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０

Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ

印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 2 日 第43回馬路村内芸能発表会
（馬路村集会センターうまなび）

 8 日 魚梁瀬小・中学校卒業式
 9 日 馬路中学校卒業式
16日～19日　シン・家庭医道場ｉｎ馬路村
18日 中学校卒業生料理教室

（馬路村集会センターうまなび）
20日 馬路小学校卒業式
21日 愛媛大学医学部生による一次救命処置講習会
 （馬路村集会センターうまなび、魚梁瀬多目的
　　　　施設、馬路村農業協同組合）
22日 馬路保育所卒園式
24日 村内4校修了式・離任式
26日 馬路村農業協同組合総会
27日 庄屋祭・鬼門堂祭
 馬路村森林組合総会

 3 日 魚梁瀬中学校体験入学
 5 日 出張オーガニック授業（魚梁瀬小・中学校）
 7 日 馬路小学校学習発表会（馬路体育館）
16日 「やなせ・うまじ水源の森」協働の森交流イベント

（魚梁瀬）
 第39回中芸地区子ども駅伝競走大会

（田野町）
18日 馬路小学校体験入学
26日 けん玉・筒けん教室

（馬路村集会センターうまなび）

3月18日　中学校卒業生料理教室（馬路村集会センターうまなび）

2月7日　馬路小学校学習発表会（馬路体育館）

2月16日　「やなせ・うまじ水源の森」協働の森交流イベント（魚梁瀬）

2月26日　けん玉・筒けん教室（馬路村集会センターうまなび）

3月21日　愛媛大学医学部生による一次救命処置講習会（魚梁瀬多目的施設）
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